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Abstract
　This paper discusses the historical significance of multiracial and 
multicultural education in the Silver Street Kindergarten, which was 
established in San Francisco in 1878. The Silver Street Kindergarten is known 
as the first free kindergarten west of the Rockies. It accepted children not only 
from American families but also from immigrant families such as Irish and 
Chinese. 
　During the 1870s and 80s, workers in San Francisco struggled in the severe 
depression. Children from immigrant families were neglected on the streets. 
Fortunately, some of them were protected and educated in the kindergarten by 
Kate D. Wiggin. This paper focuses on her first novel The Story of Patsy to 
examine her pluralistic view of multiracial and multicultural education. 
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Ⅰ　はじめに

　本論文の目的は、ロッキー山脈以西に開設された最初の幼稚園として知られるサンフラ
ンシスコの「シルバーストリート幼稚園」（Silver Street Kindergarten, 1878-1906）を舞台
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に、そこで行われた多民族的・多文化的保育の意
義を考察することである。また同園は、多様な移
民の子どもたちを受け入れていただけでなく、同
園に併設された教員養成コース「カリフォルニア
幼稚園練習学校」においても日本人女性を受け入
れるなど、当時サンフランシスコで台頭していた
反アジア人運動とは明確に一線を画していた。本
論文では、シルバーストリート幼稚園のこうした
方針を具体的に考察する題材として、同園最初の
教員であるケイト・D・ウィギン（Kate Douglas 
Wiggin, 1856-1923, 図 1）が同園をモデルに描いた

『パッツィー物語』（The Story of Patsy）を用い
る。
　19 世紀後半のアメリカ合衆国では、工業化の急
速な進展とともに複合的な社会問題が噴出した。
大都市では移民が急増したが、その生活水準はな
かなか上がらず、子どもたちの教育も大きな課題となっていた。公教育においても有色人
種の子どもたちは人種別の学校へ隔離された。こうした状況において、多文化的な教育・
福祉活動を展開したのは、高等教育を受けた中流階級の女性たちであった1）。
　筆者がシルバーストリート幼稚園に関心を持ったきっかけは、日本人女性・森島峰（1868-
1936）が 1892 年から「貧民幼稚園」である同園での講義・実習に参加していたという事実
を知ったことであった2）。当時、日本から外国に留学する女性は非常に少なかったが、中
でも幼児教育分野での留学はほとんどなかったといってよいだろう。正確には森島はまず
アメリカに出発して、その後、幼稚園教育を学ぶことになるのだが、いずれにせよ「女性
の社会進出」のパイオニア的存在であることには違いない。森島は帰国後、華族女学校幼
稚園の教員となり、さらには野口幽香（1866-1950）とともに東京・麹町の貧民街で双葉幼
稚園を開設した。双葉幼稚園での保育内容にシルバーストリート幼稚園との共通点が見出
せることはすでに先行研究で指摘されている。ただし、シルバーストリート幼稚園が行っ
ていた保育の多民族性・多文化性に着目して議論する先行研究は日本国内では管見の限り
では見当たらない。
　シルバーストリート幼稚園に関する日本での先行研究は、森島峰を通じた日本への影響
を考察した松川由紀子のものが嚆矢である。松川（1987）は、森島峰の渡米の経緯とカリ
フォルニア幼稚園練習学校での学習内容を一次資料に基づいて分析を行なっている。森島
は、津田梅子（1864-1929）から英語を学んでおり、1889 年に津田と同時期に渡米し、1892
年に帰国。その後は津田と同居していることからも、森島は「津田とは大変に深い師弟関
係で結ばれていた」ことがうかがわれる（松川, 1987, p. 29）。ただし、留学中の森島の様
子がわかる資料は、津田に宛てた 3 通の手紙しか残されていないため、森島がカリフォル
ニア幼稚園練習学校に入学した意図は不明のままである（ibid., p. 31）。松川は、渡米直後

図１　ウィギンの肖像
（Wiggin, 1923, 扉絵）

110

国際研究論叢



の森島がホームステイ先の家庭で聖書の講読レッスンを受けていたことから、英語の力が
身に付くにつれて「キリスト教思想を根底にした無償幼稚園運動に興味をもったのではな
いか」と推測する（ibid.）。また、カリフォルニア幼稚園練習学校と初期の双葉幼稚園の保
育内容を比較すると共通点が多く見られるため、「双葉幼稚園に森島を通じてカリフォルニ
アの無償幼稚園運動の影響があったのではないかと考えても、大きな間違いではなかろう」
とし、松川はそれを「同じキリスト者としての使命」として結論づけている（ibid., p. 35）3）。
　ところで実は森島の他にも、東京出身の「ナカムラサク」、大阪出身の「オノミツ」が同
園で学んでいたことが判明している（ibid., p.37）。彼女たちもクリスチャンだったのだろ
うか。いずれにせよこのように 19 世紀末のシルバーストリート幼稚園で多様な移民の子ど
もたちや、外国出身の女性を受け入れていたことは、現代社会における人種差別問題の深
刻さを考えても、きわめて先駆的な取り組みだったといえる。そこで本論文では、同園を
モデルとする『パッツィー物語』（The Story of Patsy）を手がかりに、同園で行われた多
民族的・多文化的な保育の一端を解明していく。残念ながらシルバーストリート幼稚園は、
1906 年のサンフランシスコ大地震によって焼失しているため当時の資料が十分に残って
いるとはいえないが（図 2）、本論文ではアメリカでの先行研究を重点的に取り上げて考察
を進める。

図２　1880年頃のシルバーストリート幼稚園。通りの壁には子どもたちの落書きが見える。
Silver Street Kindergarten, San Francisco［First free, public kindergarten on the West 
Coast］; San Francisco Streets Photography Collection, PC-SF-Streets; California 
Historical Society.
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Ⅱ　アメリカ幼稚園運動史の概要

　シルバーストリート幼稚園の位置づけについて考察するために、まずはアメリカ合衆国
における幼稚園の受容と展開を概観する。アメリカでの幼稚園運動を担った人々（主に女
性）は、幼稚園の開祖フリードリッヒ・フレーベル（Friedrich Fröbel, 1782-1852）の弟子
や孫弟子にあたる人々であった。
　フレーベルがドイツ・ブランケンブルグに世界初の「幼稚園」を開いたのは 1838 年のこ
とだった。ところがそのラディカルな思想はプロイセン政府によって危険視され、閉鎖に
追い込まれた。フレーベルの弟子の一人だったマルガレーテ・シュルツ（Margarethe 
Schurz, 1833-1876）はアメリカに移住したのち、1855 年にアメリカで最初の幼稚園をウィ
スコンシン州ウォータータウンに開設。発足から 10 年ほどはドイツ移民コミュニティの中
で運営が続けられていたが（保育もドイツ語）、コミュニティ外部の保護者からは不審がら
れていたという（Allen, 1998, p. 27）。
　このような状態にあった幼稚園がアメリカ社会で受容される契機を作ったのが、文筆家
エリザベス・ピーボディ（Elizabeth Peabody, 1804-1894）であった。ピーボディはシュル
ツとの出会いを通じて、1867 年にはドイツを訪れた。フレーベルはすでに死去していたが、
妻ルイーゼ・フレーベルを含む幼稚園関係者と交流し、幼稚園教師のマリア・ベルテ（Maria 
Boelte, 1836-1918）のアメリカ移住を取り付けた（Allen, 1998, p. 28）。ベルテは 1973 年に
ニューヨークで幼稚園教師養成プログラムを立ち上げた。子どもたちの家庭という私的領
域と学校という公的領域を結びつける必要性からも、幼稚園への注目は高まりを見せて
いった（ibid.）。
　こうして始まったアメリカでの幼稚園運動には大きく分けて二つの系譜が存在する。一
つは小学校への入学準備に位置づけられた「公立幼稚園」で、もう一つは労働者階級の子
どもたちを対象に、民間からの寄付金を財源とした「無償幼稚園」（free kindergarten / 
charity kindergarten）である。ミズーリ州セントルイス市では、上述のベルテの弟子であ
るスーザン・ブロー（Susan Blow, 1843-1916）が中心となって、1873 年にアメリカ初の公
立幼稚園を開き、大きな注目を集めた。
　幼稚園運動が西海岸に到達するのにも、長い時間はかからなかった。1876 年には、ドイ
ツ出身のエマ・マーウェデル（Emma Marwedel, 1818-1893）4）が、ロサンゼルスで幼稚園
教員養成を開始し、1 期生として 3 人の生徒を教えた。その後マーウェデルはオークラン
ドに移り、さらに本格的に教員養成に取り組んだ。カリフォルニア初の無償幼稚園が誕生
するのは、1878 年、サンフランシスコでのことである。同年７月、ニューヨーク倫理文化
協会会長のアドラー（Felix Adler）がサンフランシスコで連続講演を行い、貧困の解決と
無償幼稚園の必要性を訴えた（Marwedel, 1880, p. 668）。この呼びかけに応じた知識人た
ち（主にドイツ系とユダヤ系［Addams, 2006］）は「サンフランシスコ公立幼稚園協会」を
立ち上げ、「タール・フラット」（Tar Flat）と呼ばれるエリアを幼稚園設立の場所に決定
した。教員には、マーウェデルの 1 期生であるケイト・D・ウィギンが選ばれた。ウィギ
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ンは 22 歳の若さであった（図 3）。サンフラン
シスコ公立幼稚園協会の発足からわずか 1 カ月
後の 1878 年 9 月 1 日、シルバーストリート 64
番地にシルバーストリート幼稚園が開設され
た。それ以降、サンフランシスコでは急速に幼
稚園運動が広まり、5 年後の 1883 年 10 月には
23 園、1888 年には 40 園に達した。
　こうしたアメリカでの幼稚園運動の隆盛を、
幼稚園発祥の地であるドイツと比較して、アン・
テイラー・アレンは次のように考察する。フレー
ベルの主張はドイツの教会では異端とみなされ
て排除されたのに対し、アメリカの教会関係者
には熱狂的に受け入れられた。その背景には、
子どもたちとりわけ移民の子どもたちの貧困を
改善してアメリカ的生活に包摂することが「教
会の社会的使命」だという考えがあり、教会が
主催する日曜学校だけでは不十分だという認識
があった（Allen, 1988, p. 36）。また教会だけでなく、社会進出を望む女性の存在も幼稚園
運動を後押しする大きなファクターであった。アメリカでは女性に門戸が開かれた唯一の
ホワイトカラー専門職として教職（主に初等教育）があったが、女性たちは幼児教育をさ
らなる専門分野として確立していった。次章ではその具体的な姿として、シルバーストリー
ト幼稚園の実践を考察する。

Ⅲ　シルバーストリート幼稚園の実践

１　シルバーストリート幼稚園の保育内容
　シルバーストリート幼稚園は「ロッキー山脈よりも西側で初めての無償幼稚園」（the first 
free kindergarten in the west of the Rockies）として知られることになるが、そこでの保
育内容は橋川喜美代の先行研究に詳しい。ブローらの公立幼稚園が「フレーベル主義保守
派」として「小学校への効率的な準備教育」を目指したのに対して（橋川, 2014, p. 23）、シ
ルバーストリート幼稚園を担ったウィギンは「マーウェデルから学んだフレーベル主義の
原点に立ち返り、目の前の子どもたちに何が必要であり、自分に何ができるかを考えさせ
た」（ibid., p. 32）。
　1881 年の報告書には、具体的な保育の流れが掲載されている。

　子どもたちは 8 時 30 分までには、庭に出て、9 時頃には列に並び始める。教員たち
は素早く、子どもたちの顔や手を細かく視診し、ハンカチなどを調べる。ピアノ係の
助手が演奏する快活な行進曲を合図に、子どもたちは見事なステップを踏み、歌った

図３　子どもたちと登園するウィギン
（Wiggin, 1889, p. 33）
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り、踊ったりしながら、行進し部屋へと向かう。部屋に入ると互いに手を取り合って
大きな円を作り、音楽が段々静かになるのに合わせて頭を垂れ、簡単な朝の祈りの歌
が始まる。お祈りが終わると、子どもたちは教員に導かれながら、生まれたばかりの
弟妹のこと、来週に家族と行くサーカスのこと、新しい靴とストッキングについて話
し始める。こうして、9 時から 9 時 30 分までの全員によるお話と歌の時間が終わる。 
　9 時 30 分になると、大きな部屋の 4 隅に“家族”と呼ばれるグループごとに分かれ、
恩物や作業が始まり、30 分ほど続く。部屋の中央はゲーム、体操、身体活動などがで
きるよう空けられている。これが終わると子どもたちは全員庭に出て、15 分から 20
分間の戸外遊びに移る。10 時 30 分になると室内に戻り、フレーベルの『母の歌と愛
撫の歌』によるゲームを挟んで、11 時から再び、恩物・作業が始まる。（橋川, 2014,  
p. 30）

1 日２回恩物・作業の時間があることから、その比重の大きさがわかるが、子どもたちは
教員の指示どおりにそれらを行うのではなく、「仲間と協同して、もっと大きな共通の目標
を目指すよう励まされる」（ibid., p. 31）。つまり、恩物・作業の時間は、手先を器用にする
訓練というよりも、「組織的労働や有益な作業を愛する子どもに育て上げ」ることを目的と
していた（ibid.）。
　園の規模としては、開設当初の教員はウィギン１人のみで、40 人の子どもを受け入れて
いた（Wiggin, 1923, p. 115）。1880 年にウィギンは園内に「カリフォルニア幼稚園練習学
校」を開設し、妹であるノラ・スミスを含む 4 人への講義を開始した（Wiggin, 1923, p. 
133）。受講生は教室での保育にも実習という形で携わり、アシスタントの役割を果たした。
これは将来の幼児教育の担い手を増やすという目的だけでなく、実習生を受け入れること
で教員を雇わずに済み出費を節約するというメリットもあった（Gutman, 2014）。同園へ
の反響は大きく、寄付の拡大とともに園児数を増やすことができ、1892 年には 4 人の教員
で約 200 人から 210 人の子どもを保育していた（松川, 1987, p. 32）。
　では、肝心の子どもたちはどのようなバックグラウンドを持つ子どもたちだったのだろ
うか。松川は、「この園にはアイルランド系、メキシコ系、ドイツ系、スウェーデン系、日
系などの移民家庭の幼児がかなり通園していた」と記すが（松川, 1987, p. 32）、その出典
は明記していない。また橋川はウィギンの自伝 My Garden of Memory（1923）の記述を踏
襲して、「野蛮な浮浪児たち」が成長していった様子を論じているが、子どもたちの家庭の
生業については言及しているものの、人種的・文化的な背景については考察していない。
この件についてはより正確な一次資料を入手することが必要だが、さしあたって次節では
シルバーストリート幼稚園の立地に着目して、その多民族性・多文化性の一端を明らかに
する。

２　サンフランシスコの発展と移民
　サンフランシスコは 19 世紀後半に急激な成長を遂げた街である。当初は、メキシコ領の
非常に小さな町だったが、米墨戦争を経てアメリカに占領された。1848 年に近郊で金鉱が
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発見されたことにより、アメリカ各地だけでなく、世界中からの移民が殺到した。これが
ゴールドラッシュである。大量の人々が金鉱探しに集まったことにより、サンフランシス
コは彼らへの物資供給地点として栄えた。しかしながら、サンフランシスコは起伏に富ん
だ地形のため、狭い土地をめぐって急ごしらえの開発が繰り返されることになる。その結
果、富裕層の住宅と貧困層の住宅がフェンス 1 枚で隣接するという状態も生じていた

（Praetzellis, 2009, p. 66）。
　サンフランシスコ公立幼稚園協会が、シルバーストリート幼稚園設立に選んだのはサン
フランシスコ湾に近い「タール・フラット」と呼ばれるエリアであった。タール・フラッ
トのタールとは、文字どおり石炭から生み出されるタール（油状物質）を指している。同
エリアに位置したサンフランシスコ・ガス・カンパニーの工場では、石炭から照明用のガ
スを取り出すことに成功し、1854 年から供給を開始していた（Bloomfield, 1995, p. 375）。
生産過程で生じる不純物は、そのまま海に流され、悪臭を放っていた。このことからその
エリアは「タール・フラット」と呼ばれるようになった。周辺住民の多くは、このガス工
場で働いていたが、健康被害を訴えることもあったという（ibid., p. 376）。
　のちに幼稚園となるシルバーストリート 64 番地の建物は、1861 年から 69 年までは富裕
層の子女を対象とした学校（The California Collegiate Institute for Young Ladies）だった
が、路面電車の登場によって海抜の高い土地の開発が進むと、富裕層はタール・フラット
から徐々に流出していった（Praetzellis., 2009, p. 66）。また交通網の発展が影響を与えたの
は、同エリアだけではなかった。アメリカの東西を結ぶ大陸横断鉄道が開通したことによ
り、サンフランシスコの労働力・物資不足は解消され、むしろ余りが生じてしまった（ibid., 
p. 70）そして 1878 年頃には長い不況と失業が労働者を襲った。シルバーストリート幼稚
園開設の背景には、このように資本主義の浮き沈みに振り回される労働者の姿があったと
いうことはふまえておきたい。また不安定な雇用は、アメリカ生まれの白人と移民の対立
だけでなく、移民グループ間の緊張も強めた。
　移民の中でも圧倒的な数を誇ったのがアイルランド系であった。アイルランドを襲った
ジャガイモ飢饉（1845-49）は、アイルランド人口の半分をも流出させた。アメリカ国内の
アイルランド系移民は 1850 年時点で 161 万人に達し、ドイツ系やイングランド系をはるか
に上回るアメリカ最大の集団となった（賀川, 1995, p. 216）。圧倒的な移民数に加え、カト
リックを信仰していることなどから、アメリカ生まれの白人（WASP）はアイルランド移
民に強い反発を示した。
　加えて、サンフランシスコでは 1860 年代から 70 年代にかけて中国系移民が増加した。
ゴールドラッシュはすでに下火になっていたため、その多くは鉄道建設に従事した。工事
当初はアイルランド系やメキシコ系移民が雇用されたが、難工事のため脱落者が続出し、
代わって中国系移民が投入されるようになった（山下, 2017, p. 4）。こうした低賃金労働を
めぐる競合は、白人労働者とりわけアイルランド系との対立を激化させた。中国系移民は
白人による排斥のターゲットとなり、コミュニティへの襲撃が繰り返された（ibid., p. 7）。
排斥運動により、中国系移民は洗濯などの小規模なサービス業に就かざるをえなかった

（ibid., p. 8）。1882 年には連邦議会で「中国人排斥法」が成立し、中国系移民はアメリカ合
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衆国への入国が禁止された（この措置は
1943 年に同法が廃止されるまで続い
た）。
　こうして入国が禁止された中国系移民
に代わって労働力を供給したのが日系移
民であった。1890 年には日本からの本格
的な集団移民が始まり、鉄道建設や農業
に従事した。しかしながらもちろん日系
人も排斥からは無縁ではなかった。中国
人排斥法成立の翌年 1883 年、サンフラン
シスコ教育委員会は、日系の子どもたち
を公立学校から中国系を対象とした人種
分 離 学 校 へ 移 す こ と を 決 定 し た

（Japanese-American National Museum, 
1993, p. 103）。この決定は、日本大使館
の抗議によって撤回されたものの、人種
分離を求める声は 1900 年代も継続し
た5）。中国人排斥運動を組織していたデ
ニス・カーニーは（図 4 参照）、1892 年
にはサンフランシスコの日本人街で日本
人排斥の説法を開始した（貴堂, 2018,  
p. 146）。前述の森島峰がシルバーストリート幼稚園で学んでいたのは、まさにこの時期に
当たる。
　このように重層的な緊張関係をはらむサンフランシスコの人々の間で、シルバースト
リート幼稚園では多様なバックグラウンドを持つ子どもたちの保育が行われていたことの
意義はもっと議論されるべきであろう。ただし、同園に在籍した児童の名前や属性を記す
資料の存在を筆者は確認できていない。そこで本論文では、ウィギンが著した『パッツィー
物語』を手がかりに、異なるバックグラウンドを持つ子どもたちが同園でどのように関わ
り、保育・教育を受けていたのか考察する。

３　『パッツィー物語』に見る保育の理念と多文化性
　ウィギンは、シルバーストリート幼稚園の教員としてキャリアをスタートさせ、結婚後
も教育に携わりながら活発な執筆活動を行い、童話作家として名を馳せた6）。『クリスマス
の天使』（The Bird’s Christmas Carol）『少女レベッカ』（Rebecca of Sunnybrook Farm）

『アラビアン・ナイト』（The Arabian Nights）など、日本語に訳されている作品もある。
1883 年に書かれた『パッツィー物語』（The Story of Patsy, 以下「物語」と省略）はシル
バーストリート幼稚園を舞台とし、園の運営資金を集めるために出版された（Wiggin, 
1889）。1889 年には正式に出版社から発行され、以後も版を重ねた。その物語の影響力に

図４　『ハーパーズ・ウィークリー』（1881 年
2 月 2 日）に掲載された風刺画。アイルラン
ド出身で「カリフォルニア労働党」を組織し
たデニス・カーニーと、中国服を着た人物が
にらみあっている。中央に見えるのは洗濯桶
を持った中国系労働者である（Illustrating 
Chinese Exclusion, 2014）。
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ついて『合衆国教育省報告書』には、「その著者ほど幼稚園の影響を広げ、その友を獲得し
た個人はいない」と記されている（Office of Education, 1907, p. 694）。
　物語は、教員の「ミス・ケイト」とアイルランド系の少年「パッツィー」との出会いと
別れを題材に、子どもが子ども時代を享受することの重要性をテーマとしている。ある日
の午後、子どもたちを帰した後の教室でミス・ケイトが疲れのあまりうとうとしていると、
そこに突然、異様な風貌をした少年が現れた。幼さと老いが共存しているような表情で、
背中は曲がり、ボロボロの洋服を身にまとっていた。

"Kin yer take me in?"
"What? Here? Into the Kindergarten?"
"Yes; I bin waitin' this yer long whiles fur to git in."
"Why, my dear little boy," gazing dubiously at his contradictory countenance,
"you're too—big, aren't you? We have only tiny little people here, you know; not six 
years old. You are more, aren't you?"
"Well, I'm nine by the book; but I ain't more 'n scerce six along o' my losing them 
three year."（Wiggin, 1889, pp. 14-15）

少年は突然現れたにも関わらず、シルバーストリート幼稚園への入園を希望した。その言
葉は上記のとおりアイルランド英語である。そして少年は 9 歳であるが「3 年間を失った」
ため、入園可能な 6 歳だと主張する。と
いうのも、酒飲みの父親に暴力を振るわ
れて背骨を折り、3 年間寝たきりだった
からである。母親はすでに死去しており、
少年は同じくアイルランド系の「ミセス・
ケネット」の家に身を寄せているという。
ミセス・ケネットの夫は、忙しくてほと
んど家におらず「手に旗をもって労働者
と街を行進している」（ibid., p. 17）。これ
はミス・ケイトの補足によれば、ケネッ
トの夫は中国系労働者との間に生じてい
る紛争に参加していることを意味してい
る。これに対してミス・ケイトは地の文
で次のように語っている。「私の人生にお
ける使命は、このように行進して旗を
持っている労働者の子どもたちを、破滅
に至ることから守ることなのだ」（ibid., 
p. 18）。
　園児はすでに定員に達していたが、ミ

図５　ミセス・ケネットの赤ん坊の子守りを
するパッツィー（Wiggin, 1889, 扉絵）
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ス・ケイトはその「パッツィー」と名乗る少年を受け入れることを決めた。なぜなら、「子
どもたちを今幸せにすることは、その記憶によって彼らを 20 年間幸せにする」（"If you 
make children happy now, you will make them happy twenty years hence by the 
memory of it"）からである（ibid., p. 46）。パッツィーは、ミセス・ケネットの赤ん坊の世
話で登園できない日もあったが（図 5）、ミス・ケイトは家を訪問し、パッツィーに清潔な
衣類も用意し登園をうながした。
　物語の中で一つの転換点となっているのは、「スペードのエースよりも黒い」、黒人の少
女シャーロッティー（4 歳）が蝶になりきって踊る場面である。シャーロッティーは、紫
のドレスにピンクのエプロンを身につけ、髪の毛は細かい束に分けて黄色いリボンで結ん
でいる。彼女の顔は喜びで輝き、その身体の動きはシロツメクサの花畑を舞う本物の蝶の
ようであった（ibid., p. 49）。この遊戯は、幼虫がサナギになって眠り、静寂のひとときを
経て、殻から脱して飛び立つという一連の成長を含んでいる。つまり蝶の成長と子どもた
ちの成長を重ね合わせるものであった。
　パッツィーは遊戯の輪に入れずにいたが、このシャーロッティの踊りを見て感激して以
降、朝から晩まで園で過ごすようになった。パッツィーは、園での時間とりわけ作業や遊
戯がすっかり気に入り、「幼稚園の先生になれるなら、天使になりたいなんて誰も思わない
よ！」とまで語っている（ibid., p. 50）。パッツィーの言葉遣いや振る舞いも次第に粗野な
ところがなくなっていった。
　しかしながら、物語はパッツィーの死によって終わりを迎える。体調不良が再発したパッ
ツィーの元にミス・ケイトが駆けつけると、すでに息も絶え絶えの状態であった。ミセス・
ケネットは仕事を失うわけにはいかないため、洗濯の仕事に出かけていて留守であった。
ミセス・ケネットはパッツィーのために司祭を呼びたいと考えていたが、パッツィーはミ
ス・ケイトに祈ってほしいと頼む。ミス・ケイトが祈りを捧げると、パッツィーは「ねえ
…天国って…僕たちの幼稚園のような…ところなんでしょう」と、幼稚園での思い出を語
りながら息を引き取った。物語は、ミス・ケイトが園児たちと毎日歌っていた賛美歌"Father 
We Thank Thee" 7）を歌うところで終わる。
  以下本論文ではこの物語から浮かび上がるウィギンの教育思想と実践を、次の 3 つの点
から考察する。第一に労働者階級家庭の機能不全に対して、ウィギンはどのように向き合っ
ていたのか。第二に、異なるバックグラウンドを持つ子どもたちの関係性をウィギンはど
のようにとらえていたのか。第三に、ウィギンにとって子どもとはどのような存在だった
のか。
　シルバーストリート幼稚園設立の経緯に明らかなように、同エリアに住む子どもたちは、
親から十分なケアを受けることができていないという問題を抱えていた。パッツィーの例
がその典型である。これに対して幼稚園という空間は、子どもたちを暴力やネグレクトか
ら守るだけでなく、子どもたちにその子ども時代を十分に享受させるという役割を担って
いた。ここで重要なのは、シルバーストリート幼稚園での教育は、小学校入学に備えた早
期教育ではなくて、「子どもたちを今幸せにすること」に主眼を置いていたということであ
る。これは橋川が論じたように、フレーベル保守主義派の実践と比べたときにも際立つシ
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ルバーストリート幼稚園の特徴であった（橋川, 2014, p. 32）
　もちろん子どもたちは保育時間が終わるとそれぞれの家庭に帰っていくのであり、子ど
もたちを取り巻く環境を改善していくためには家庭との連携が必要だった。ウィギンは積
極的に家庭訪問を行い、保護者との信頼関係を築いていった。たとえば登園してくる子ど
もの衣服があまりに汚い場合でも、それを直接母親に伝えることは、関係を壊しかねない
のでウィギンは慎重であった。まずは母親の話し相手になり、内緒話や噂話などあらゆる
話ができるような関係になる中で、家庭の衛生状態を立て直していったという（Marwedel, 
1884, p. 670）。これは後述するようにウィギンが独自に編み出したソーシャルワークの手
法であり、近隣生活に根を張ってこその幼稚園教育であるという信念に裏打ちされていた。
　次に子どもたちのバックグラウンドについてであるが、ウィギンは大人たちの緊張関係
が子どもたちの世界に影響を与えていることをストレートに描き出している。特に大きな
比重を占めているのが、アイルランド系移民とそれ以外の住民の対立である。たとえば物
語の冒頭でも、「アイリッシュ」であることをめぐる園児同士の喧嘩が起きている。

メルセデス・マクガファーティが、ジェニー・クローホールはアイリッシュであると
からかった。彼女自身が 3 年ほど前にコーク［注：アイルランドの地方］で生まれた
という事実は、これまでは問題になったことはなかった。ジェニーは泣きじゃくりな
がら、小さな足を踏み出して、熱っぽく言った―「アイリッシュじゃない、そんなん
じゃない。プレスビタリアン

4 4 4 4 4 4 4 4

だもん！」。私にはこれが神学的な論争なのか人種的な論
争なのかわからなかったが、すぐに解決させると、二人は手をつないで走り出した。

（ibid., p. 2）

ジェニーの「プレスビタリアンだもん！」という応答は、一見すると噛み合っていないよ
うだが、アイルランド系住民はカトリックを信仰することが多かったので、プロテスタン
トの一派であるプレスビタリアンは「アイリッシュ」に該当しないというのがジェニーの
反論であった。このように 3 歳の少女がアイルランド出身でありながら、「アイリッシュ」
であることを否定するロジックをすでに身につけているというところに、いかに彼女たち
が日頃から差別にさらされていたのかが垣間見える。一方で、子どもたちに対するウィギ
ンの目線は冷静で穏やかである。メルセデスとジェニーの喧嘩を「神学的な論争なのか人
種的な論争なのか」とユーモアを持って分析した上で、両者をすぐに仲直りさせている。
両者は手をつないで遊びに戻ったという記述は、大人の世界での差別や偏見を子どもたち
は乗り越える可能性を持っているということを示している。
　また上述の黒人少女シャーロッティの踊りの描写にも注目したい（図 6）。本文には彼女
の肌の色への言及はあるものの、その黒さを強調しているというよりも、彼女が身につけ
ている紫とピンクの洋服とのコントラストを鮮やかに「蝶」として浮かび上がらせている。
そして描写の力点は何よりも彼女自身の踊りにある。フレーベルの思想は、自然界の生き
物の成長を子どもたちの成長のモデルとしているが、幼虫から蝶へ変身を遂げるシャー
ロッティの踊りは、まさにそれを含意している。しかも重要なことに、このシャーロッティ
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の踊りはパッツィーの変化の契機にもなっ
ている。それまで子どもたちの遊戯の中に
入れずにいたパッツィーはこの踊りに強い
関心を示し、以後保育の流れに溶け込める
ようになっている。
　人種的な観点から補足するならば、サン
フランシスコは多様な民族が集まる街で
あったが、歴史的経緯から黒人は極めて少
ない街であった8）。したがってシャーロッ
ティの踊りに皆が見入っているシーンは、
マイノリティの子どもがシルバーストリー
ト幼稚園でどのように受け入れられていた
のかを示す貴重な描写である。さらに物語
の中では彼女の踊りが、アイルランド系の
パッツィーを幼稚園に包摂する契機として
位置づけられていることは、人種に関する
ウィギンの多元的な価値観を示している。
　最後に、この物語は全体を通して何を訴
えかけているのかという点について考察し
たい。パッツィーの早すぎる死で物語は終
わるが、このことは守られるべき存在としての子どもの弱さを強調しているのだろうか。
たしかにその側面はあるが、物語はパッツィーが自ら入園を希望してやってくるところか
ら始まることに留意したい。つまり、パッツィーは周囲に虐げられていた状態から、自ら
幼児期を取り戻そうと行動を起こした子どもである。現代の幼児教育学では、子どもを保
護されるべき存在としてだけでなく、権利を持つ存在としてとらえるということが重視さ
れているが、まさにパッツィーはそうした主体として登場している。
　死が近づいていることを悟ったパッツィーは、神に祈りを捧げるミス・ケイトに対して

「神様にぼくがなくした 3 年間について伝えて。あなたがしてくれたようにそれを取り戻せ
るように」と言う（ibid., p. 65）。死の淵においてもなお、パッツィーは未来に向けて自ら
の子ども時代を取り戻そうとする。果たしてこの願いが叶えられたかどうかは、読者の想
像次第であるが、死以外の方法で叶えられるべき願いだったというのは読者の理解が一致
するところであろう。そしてその責任は子どもであるパッツィーに負わせることはできな
い。
　つまり物語を貫いているのは、「子どもは自ら成長しようとする力を持っているが、それ
を生かすことのできる環境を用意するのは大人の責任である」というメッセージである。
最後のページの挿絵では、かつてパッツィーが座っていた椅子に小さな花束が捧げられて
おり、パッツィーのような境遇の子どもたちへの同情の気持ちを呼び起こさせる（図 7）。
こうした物語の構成が、シルバーストリート幼稚園への支援とさらなる幼稚園の普及に力

図６　蝶の踊りを披露するシャーロッティ
（Wiggin, 1889, p. 51）
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を発揮したと考えられる。
　本章で見たとおり、サンフランシスコの街では
急激な発展にともなう様々な問題が噴出していた
が、移民の子どもたちは、労働力の調整弁として
扱われている親同様あるいはそれ以上に不安定な
状況に置かれていた。その中でウィギンは『パッ
ツィー物語』で記しているとおり、アイルランド
系移民への偏見に加担しない一方で、アイルラン
ド系移民による中国系移民の排斥にも同調しない
姿勢を明確にしていた。ウィギンにとって重要な
のは、あくまでも目の前の一人ひとりの「子ども」
であった。シルバーストリート幼稚園でこうした
多民族・多文化的な保育が可能になった背景には、
平等を重んじるフレーベル思想の影響があったこ
とは間違いないであろう。

Ⅳ　おわりに

　本論文ではシルバーストリート幼稚園で行われていた多人種的・多文化的保育の意義を
明らかにするために、『パッツィー物語』に焦点を当てながら、サンフランシスコという街
の形成過程や、移民グループ間の緊張関係をふまえて考察を行った。
　シルバーストリート幼稚園が開設されたのは、アメリカでのセツルメント運動が本格的
に展開されるよりも前の時期であり、ソーシャルワークの理論化は十分にはなされていな
かった9）。幼稚園教育の理論化はすでにフレーベルによって行われていたが、多様なバッ
クグラウンドを持つ子どもたちに対して幼稚園教育を行うというのは未知の取り組みで
あった。ウィギンは自らがタール・フラットの街におけるアウトサイダーであることを十
分に自覚した上で、次のように述べている。

　私は、セツルメントや近隣組合がまだまったく知られていないときに、事業への正
しい道筋をもたらす直観を持っていたことについて、自分自身をいくぶんか評価して
いる。
　「この学校は、異国風の寄生外来植物や、温室から移植されてガラスの中で見るよう
な美しい花であってはならない。この学校は、近隣生活に深く根を降さなければなら
ないし、私自身の根もそうでなければならない」（Wiggin, 1923, p. 111）

ここで対比的に浮かび上がる「自然」な植物の成長とは、フレーベル主義の核心を成す原
理である。この原理は子どもの成長を語る際のレトリックとして多用されてきたが、決定
的に重要なのは、ウィギンはこの思想を幼稚園と近隣との関係においても応用したという

図７　パッツィーが座っていた椅子
（Wiggin, 1889, p. 68）
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ことである。シルバーストリート幼稚園は地域社会から隔離された異空間であってはなら
ず、それゆえ同園の運営においてはそこで暮らす子どもたちの多民族性・多文化性を排除
しないという方針をとったと考えられる。それはフレーベルの思想を拠り所としながらも、
サンフランシスコという土壌において独自の発展を遂げた実践であった。
　もちろん当時は、今日のように「多文化共生」が声高に叫ばれる時代ではなかったため、
同園の保育でそれがスローガンとして掲げられていたわけではない。ただし『パッツィー
物語』で示されているとおり、同園では多様なバックグラウンドを持つ子どもたちの保育
が行われており、子どもたちを人種や文化的背景によって選別しないということは当時の
カリフォルニアにおいては画期的なことであった。松川はこうしたシルバーストリート幼
稚園の方針を「園児を通してその親や近隣の住民を米国市民化していくことが望まれてい
たからでもあった」と記す（松川, 1987, p. 32）。しかし本論文で考察したように、ウィギ
ンは住民の多様性を尊重する多元的な価値観を持っており、子どもたちを単なる「米国市
民化」の対象として眼差すだけではなかったことは明らかである。また、本論文の議論の
射程からは外れるが、シルバーストリート幼稚園が森島峰らの日本人留学生を受け入れて
いたことにも、何らかのコスモポリタン的志向があったと考えるのが自然だろう。今後の
研究課題としては、本論文では扱うことのできなかったウィギンの他の手記などをより詳
細に検討することで、フレーベル思想との連関やそこに内包されている多元的な思考につ
いて深く考察していきたい。

注
1） 彼女たちは移民の多い貧困地区に住み込んで拠点となる建物を用意し、住民に対して多様な福祉事

業を行なった。こうした活動はのちに「セツルメント」と呼ばれる。参政権もなく、女性の社会活
動の場が限られている中での活動は、地域住民に対する利益の提供だけでなく、女性たちの自己教
育も目的としていたといえる。その証左に、シルバーストリート幼稚園には 1880 年に「カリフォ
ルニア幼稚園練習学校」が併設され、フレーベル主義に基づく教員養成を行ない、アメリカ各地の
幼稚園に教員を送り出した。

2） 森島は資料に乏しい人物であるが、詳細は大石茜（2020）を参照。
3） つまり松川は、森島とシルバーストリート幼稚園を結びつけていたのは信仰だったとしているが、

両者がともにキリスト教信仰をもっていたとしても、なぜシルバーストリート幼稚園が外国人女性
を教員養成に受け入れていたのかについてはさらなる議論が必要であろう。たしかにシルバースト
リート幼稚園はアメリカにおける幼稚園教員養成の拠点であったが、帰国を前提とした外国人女性
の受け入れはアメリカでの教員需要に応えるものではないため、それ以外の動機が幼稚園側には
あったのではないか。

4） フレーベルの弟子であったマーウェデルも、ピーボディの誘いに応じてドイツからアメリカに移住
（橋川, 2011, p.53）。フレーベル協会のメンバーとなった。

5） 1906 年のサンフランシスコ大地震の後、校舎不足を理由にサンフランシスコ学務局は、公立小学
校から日本人児童 93 名を退学させ、中国人の通う「東洋人公立学校」へ転校するように命じた（貴
堂, 2018, p. 147）。

6） ウィギンは旧姓スミス。1856 年ペンシルバニア州フィラデルフィアに生まれた。幼い頃に弁護士
の父は死亡。母と転居を繰り返し、1873 年からカリフォルニアに居住するも 3 年後には養父も死
亡。1878 年にエマ・マーウェデルの幼稚園教諭養成コースを修了し、シルバーストリート幼稚園
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で最初の教員となった。妹のノラ・スミス（Nora Smith, 1859-1934）も同園で働いた。ウィギンは
1881 年に弁護士のブラッドリー・ウィギンと結婚すると、当時の習慣に従って退職したが、同園
の幼稚園養成コースで引き続き教えた。1889 年に夫が死去するとメイン州（のちにニューヨーク）
に移り園の運営からは退いたが、多数の著作を残した。

7） 歌詞は 1885 年にレベッカ・ウェストンによって書かれた。楽譜は下記参照。
 https://hymnary.org/text/father_we_thank_thee_for_the_night（Accessed July 6, 2020）
8） 1880 年の段階でサンフランシスコの人口構成は、白人 210,496 人、黒人 1,628 人、中国人 21,213 人

となっている（貴堂, 2018, p. 78）。
9） アメリカにおけるセツルメント運動の第一人者ジェーン・アダムズ（Jane Addams, 1860-1935）が、

シカゴにハル・ハウスを設立したのが 1889 年である。またアダムズのサンフランシスコ訪問は
1894 年のことである。
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